
【注 意 事 項】下記の内容に同意いただける方のみお申し込みください。必ずご一読のほどお願いいたします。

【主  催】

皆 川   典 久 東京スリバチ学会会長 ／ 鹿島建設 建築設計本部 ／ 江戸東京研究センター客員研究員

参加をご希望の場合は、上記URLまたはQRコードよりお申し込み下さい。

https://tsunagu-20230303.peatix.com
東京建築士会HPからもリンクできます。目的外利用は行いません。
オンライン参加の方には「Zoom」の入室用『URL・パスワード』を、開催前日にメールにてお知らせします。

申 込 先

一般社団法人  東京建築士会 
東京都中央区日本橋富沢町11番1号   富沢町111ビル５階

下記申込先をご参照ください

1963年  群馬県前橋市生まれ
1987年  東北大学工学部建築学科卒業、同年鹿島建設入社 (建築設計本部所属)
2003年  同期入社の石川初氏 (現在は慶応大学教授) と東京スリバチ学会を設立
2010年 「タモリ倶楽部」に出演
2012年 『凹凸を楽しむ東京「スリバチ」地形散歩』(洋泉社)を出版
2014年  東京スリバチ学会としてグッドデザイン賞を受賞
2015年 「ブラタモリ」に出演 
その他の著書
『東京23区凸凹地図』(昭文社・2020年)、『東京スリバチの達人・分水嶺北部編/南部編』(昭文社・2020年)
『東京スリバチ街歩き』(イースト新書・2022年) など

凸凹地形図（カシミール3Dで作成） 明治19年実測図を凸凹加工

まちを知る新たな視点
～凸凹地形から見えがくれする江戸・東京～

一般社団法人 東京建築士会 会員委員会 企画「TSUNAGU塾」

坂のまちとしても知られる東京・山の手は複雑な凸凹地形を成しています。その土地固有の「地形」に
着目し、町歩きなどを主催し、地域の魅力を掘り起こす活動を続けている東京スリバチ学会。
建築士であり東京スリバチ学会会長でもある皆川典久氏が、凸凹地形が奏でる東京の魅力と、住む町の
魅力を再発見する手法や取組みについて紹介します。

2023年 3月 3日 （金）  18：00 ～ 19：30

・本セミナーは対面とオンラインを併用し、オンラインは「Zoom」を使用したセミナーとなります。「Zoom」アプリケーションの設定および端末の利用方法等、機材全般に関するご質問はお受けできません。
・インターネット環境・視聴環境に伴う不具合、「Zoom」の利用により発生する損失・被害などについて、本会は一切責任を負いません。
・オンライン参加の方は、本会にお越しになっての視聴、聴講及び端末の貸出等はできません。
・インターネット通信費用は参加者のご負担となります。データ通信量が多くなることが想定されるため、Wi-Fiでのご利用を推奨いたします。
なお、情報漏洩等のリスク軽減のため、フリーWi-fiの使用はお控えください｡

・セミナーの映像および音声を録画、録音する行為やSNS等で公開する行為は全て禁止といたします。万が一、撮影、録画、録音等の行為が発覚した場合には、開催を終了いたします。
また、後日それらの行為が発覚した場合には、今後の催物等への参加をお断りさせていただく場合がございます。　万が一、撮影、録画、録音等の行為が発覚した場合には、
開催を終了させていただきます。また、後日それらの行為が発覚した場合には、今後の催物等への参加をお断りさせて頂く場合がございますので、予めご了承ください。

対面とオンラインで開催

一般 1,000円
会員 参加費無料

会 場  定員40名
オ ン ラ イ ン

CPD：2単位


